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園主の鳥居徹也です。夏見台幼

稚園・保育園でのこだわりをニュースレターにまとめます。

どうぞご覧ください。※配信停止の方はお手数ですがメー

ルまたはお電話でどうぞ（info@treponte.jp まで） 

 

 

 

 

 

 

 元阪神タイガースの藤

波晋太郎投手に関する記

事を見つけました。今年

は大リーグでも目覚まし

い活躍をしました。 

 藤波投手は甲子園のスター選手で、同期の大

谷翔平選手よりも注目されていました。しかし

大谷選手が大リーグで活躍している中、藤波投

手は阪神で苦労していました。コントロールが

悪いのです。 

 ネットで検索すると、打者に球をぶつけるデ

ッドボールのようすがたくさん出てきます。で

はなぜ、藤波投手はコントロールが悪いのか？

メンタルの問題を指摘

する意見が多かったの

ですが、実は藤波投手、

こんな考えを持ってい

たそうです。 

 

「技術は精神を凌駕（りょうが）する」 

 

 コントロールはあくまでも技術的な問題であ

り、精神面は関係ないと。藤波投手は性格が頑

固で、コーチの意見に耳を貸そうとはしません

でした。そして阪神を退団、アメリカへ。 

 そのアメリカでも悪い癖は治りません。相変

わらずコントロールが定まりません。あるとき、

藤波投手の代理人のスコット・ボラス氏がメン

タルコーチを連れてきました。そのコーチは次

のように言ったそうです。 

 今までメンタルのことを重視していなかった

藤波投手に、この言葉は刺さったのです。 

 これは「プロセス ＶＳ 結果」の問題です。どう

しても人間は「結果」が気になります。まだ起

こっていない未来の結果がプレッシャーとなり、

今現在起こっている行動に影響を与えるのです。

それが緊張や不安の元凶となります。 

 「結果」にとらわれず 「今、ここ」 に集中で 
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きると、いつもどおりの自分の実力が現れてき

ます。今年の藤波投手の姿はまさにそれでした。 

 

 ではこうしたことを子育てに応用するにはど

うすればいいのでしょうか？それにはスタンフ

ォード大学のキャロル・ドゥエック（心理学）

の著作が役立ちます。 

 『やればでき

る！の研究』（草

思社）によると、

子どもへのほめ

方によって大き

く違いが出るそ

うです。コツは

「能力」より「努

力」をほめるこ

とです。別の表

現をすれば、 

 

 

「結果」よりも「プロセス」をほめよ 

 

となります。 

 彼女はこんな実験をしました。小学生に試験

をします。グループを２つに分けて、それぞれ

異なったほめ方をします。 

 

 

 

 

 

 

 Ａグループは「能力」をほめました。「結果」

に焦点を当てました。「優秀だね！キミたち頭

がいいね！」と。 

 Ｂグループは「努力」をほめました。「プロ

セス」に焦点を当てたのです。「がんばったね！」

と。 

 そして数か月間観察します。すると、Ａグル

ープの成績は伸び悩みました。失敗を恐れるよ

うになり、やさしい問題ばかりに取り組むよう

になりました。 

 

 一方のＢグループは、粘り強くなり、難しい

問題にも挑戦するようになりました。最終的に

は、成績も上がってしまいました。 

 皮肉なもので、「結果（能力）」をほめると

成績（結果）が悪くなるのでした。それはなぜ

でしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「能力」や「結果」をほめると、親や先生か

ら評価されていると思われてしまいます。しかし

「努力」や「プロセス」をほめれば、応援され

ている、となるのです。 

 以上、藤波投手の話は子育てにも通じるとい

うお話でした。           （終） 


